
開催
報告

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。

関西北陸ブロック

社会的課題推進委員会#7

概要
日程：11/14（木）19:00~21:00
場所：Zoom

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 辻本 瑞貴 ] 

Tsujimoto.Mizuki@univ.coop

私たちの平和
は不安定な存
在なのだと感
じました。
（富県大2年）

考えを文章化
するのって難
しい…
（近畿大2年）

01 全社委報告

核問題、みんなで理解を深める場に

全国社会的課題委員会から、全国の社会的課題の取り組
みや、被団協のノーベル平和賞受賞に関する報告がありま
した。受賞の経緯や諸外国の反応、政権交代による日本の
核に対しての姿勢の変化について触れました。首相が示し
ている「核共有および持ち込み」という言葉に対し、日本
の核の在り方について思いを共有することができました。

02 環境班
「リ・リパック」

リ・リパックを推進するためには何ができる？

今回は、前回提案した取り組みを発信するために、ポス
ター形式でまとめる作業を行いました。リ・リパックを組合
員に周知する手段として、ポスターを用いる班とポイント
カードを用いる班の2班に分かれて作業し、目を引くような
ポスターを作成することができました。ここで提案されたも
のを参考に、ご自身の大学生協でもリ・リパックに関する取
り組みをしてみてはいかがですか？？

03
防災・減災班
行動フローチャート作成

発信物の作成に取り掛かりました！

前回のしゃかすいで行った、地震が発生した後の行動フ
ローチャートの要素だしを基に、発信物のチラシ作成に取り
掛かりました。チラシには、行動フローや避難所、避難場所
の違いなどを書いていきました。形にしていくにつれて、
「こうした方がわかりやすい！」などをお互いで話し合い、
よりよいものを作ることができました。完成をお楽しみに！
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計3会員16名

全国大学生協連
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自分の理解も
深めながらフ
ローチャート
を作っていけ
て良かった。
（奈良女4年）


